
AI 活用診断レポート

N 社 様

診断日: 2026 年 7 月 26 日 ｜ 日栄工業株式会社 生成 AI コンサルティング（担当 : 守口 智）

総合スコア 78 点 Lv3 定着期

分野 点数 状態

経営・戦略 90 点 強み

業務・現場活用 80 点 強み

データ・資産 90 点 強み

環境・ツール 80 点 強み

セキュリティ・ルール 75 点 強み

人材・リテラシー 55 点 動き始め

※ スコアは当社独自の診断基準による算出です。他社との順位づけではなく、御社の伸びしろの見取り図としてご覧ください。

AI が業務で回り始めています。組み込む業務を広げ、定着させる段階です。

おすすめの最初の一歩 社内勉強会・研修

5 万円〜／回（税別）。人材開発支援助成金 の活用実績あり（ 最大 75% 助成のケース も） ▶ 詳しくは 3 ページ 目へ



分野別の所見 — 6 つの視点から

点数はご回答から機械的に算出したものです。点数の低さは「伸びしろ」であり、順番に手を入れれば必ず上がり

ます。

■ 経営・戦略 90 点 ／ 強み

AI 事業部として方針を明文化し、経営者自身が毎朝 AI を開いて会社を回しています。方針・実践・投資が一

直線につながっている、教科書のような状態です。惜しいのは、その方針がまだ経営者の頭の外 —— 社員の

日常—— に降りきっていないことです。

■ 業務・現場活用 80 点 ／ 強み

BOM 管理・経理・ Web マーケ・プロジェクト管理まで組み込みが進み、生産性 3 倍・ペア作業 +11% と数値

でも実証済みです。ただし使い手が特定の数人に偏っており、「会社の実力」というより「個人の実力」の

段階を出ていません。

■ データ・資産 90 点 ／ 強み

基幹システム 18 モジュールを内製し、図面はデータベース化、作業ログは 24,505 件を ML 分析。社内のほ

ぼ全データが「 AI の読める形」になっています。この分野は、むしろ他社にお見せする側です。

■ 環境・ツール 80 点 ／ 強み

グループウェアは AI 機能（ Gems ・ NotebookLM ）まで使い込み、クラウド前提の環境が整っています。唯

一の余白は、有料 AI の席が経営層と一部にとどまっていること。道具の在庫はあるのに、配られていない状

態です。

■ セキュリティ・ルール 75 点 ／ 強み

大企業向けの AI セキュリティ支援で得た知見を自社ルールに還流させており、機密や対外文書の扱いも明文

化済みです。「支援する側の水準」を自社にも適用できています。

■ 人材・リテラシー 55 点 ／ 動き始め

推進役が経営者ただ一人。社外向けには延べ 80 名の勉強会を開いてきたのに、自社の社員教育は自己流のま

ま—— 灯台下暗し、です。この診断で最も低い数字がここに出たのは、偶然ではありません。



まず、ここから — 最初の一歩のご提案

最初の一歩

社内勉強会・研修

経営層・管理職・現場向けの 120 分実践研修を複数回で設計し、社内の足並みをそろえます。助成金の申

請もナビゲートします。

5 万円〜／回（税別）。人材開発支援助成金の活用実績あり（最大 75% 助成のケースも）

総合 78 点の中で、唯一「動き始め」にとどまったのが「人材・リテラシー」（ 55 点）でした。「 AI 活用

が経営者個人に依存している」「社員教育が自己流」というご記入のとおり、道具と仕組みは十分に揃っ

ているのに、それを扱える人がまだ一人しかいない —— ここが次の投資先です。経営者の頭の中にあるや

り方を、研修という形で社員に移すことを最初の一歩に置きます。

その次の一歩

PoC （お試し実装）

課題を 1 つに絞り、動くもの（試算・自動化・ボット等）を成果物としてお作りします。期間契約ではなく、ア

ウトプットに対するお支払いです。（ 10 万円〜／テーマ 1 つ（税別・成果物単位・ 2〜4 週間目安））

いま、やらなくていいこと

新しい AI ツールの追加契約。環境（ 80 点）とデータ（ 90 点）はすでに強みであり、道具を増やしても使

い手が増えなければ点数は動きません。いまは「人」に集中するときです。

ご提案は、この 2 つ＋αまでに絞っています。あれもこれも、は勧めません。順番が大事だと考えているためです。



経営者の方へ

これは、私たち自身が受けた診断です。お客様に「まず診断から」とお勧めする以上、まず自分の会社

で受けてみるのが筋だと考えました。結果は総合 78 点。それでも最高段階の「自走期」には届きませ

んでした。

理由ははっきりしています。仕組みと道具は揃ったのに、それを動かせる人間が経営者一人しかいない

からです。私が明日出社しなければ、うちの AI 活用は止まります。これは「自走」ではありません。

三年かけて道具を磨いてきた会社ですら、人の仕組みづくりはこれからなのです。

だからこそ、これから診断を受けられる会社にお伝えしたいことがあります。点数が低くても、落ち込

む必要はまったくありません。私たちも六分野のうち一つは 55 点です。大事なのは、全部を一度に上

げようとしないこと。効く順番に、一つずつです。

この診断は、その「順番」を見つけるための道具です。同じ悩みを持つ経営者として、御社の一歩目を

ご一緒できれば嬉しく思います。

ご担当者の方へ

自社の担当者、つまり未来の推進役となる社員へ向けて書きます。他社のご担当者にも、そのまま当て

はまる内容です。

最初の一歩は、いま自分がしている仕事をひとつ選び、「これを AI に頼むとしたら、どう説明するか」

を紙に書き出してみることです。道具の操作より先に、仕事を言葉にする練習です。うちの経験では、

これができた人から AI が使えるようになります。費用はかかりません。今日できます。

つまずきやすいのは「 AI の答えが不正確だった」と一度で見限ってしまうことです。新人に仕事を教え

るとき、一度で完璧を求めないのと同じで、直しの指示を重ねるほど精度は上がります。二度同じ直し

をしたら、その指示をメモに残して次回最初から渡す —— この積み重ねが、会社の資産になります。



次のステップのご案内

私たちの支援は「無料 AI 診断 → 環境整備（導入支援パック） → PoC・社内講座 → 伴走コンサル → 卒

業（自走）」の段階式です。どの段階も、ゴールは御社が私たち無しで回り続けることです。

本レポートは自社診断の実例として公開しています。「診断を受けるとこういうものが届く」の見本と

してご覧ください。御社の診断は、もちろん御社の言葉と数字で作ります。

日栄工業株式会社 生成 AI コンサルティング（担当 : 守口 智）

ai -consult@nichieikougyo.co.jp ｜ https://www.nichieikougyo.co.jp/ai -consult/


